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中
国
人
天
主
教
徒
・
楊
廷
笥
を
め
ぐ
っ
て
一
、
は
じ
め
に
十
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
を
中
心
と
す
る
キ
リ
ス
l
教
宣
教
師
が
、
ロ
!
?
カ
ト
リ
ソ
ク
教
布
教
の
た
め
に
、
中
国
に
も
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
利
璃
賓
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
彼
は
キ
リ
ス
|
教
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
l
ロ
y
パ
世
界
的
天
文
学
や
ユ
ク
リ
ソ
ド
幾
何
学
、
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
暦
算
学
、
世
界
地
図
な
ど
を
紹
介
し
、
胎
動
期
の
近
代
自
然
科
学
の
知
識
を
中
国
に
も
た
ら
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
明
末
の
奉
教
士
人
と
し
て
代
表
的
な
人
物
に
、
徐
光
啓
・
李
之
藻
・
楊
延
笥
ら
が
い
る
。
ま
ず
徐
光
啓
(
字
子
洗
、
上
海
内
人
。
一
五
六
二
年
ー
一
六
三
三
年
二
六
O
三
年
に
受
洗
二
六
O
四
年
内
進
士
)
は
、
政
治
・
社
会
思
想
問
題
に
つ
い
て
相
当
に
影
響
力
を
発
揮
し
う
る
礼
部
尚
書
と
い
う
地
位
に
も
上
り
、
利
鳴
賓
の
『
幾
何
原
本
』
の
翻
訳
事
業
等
、
当
時
的
西
洋
科
学
思
想
的
受
容
に
大
き
市
来
京
子
く
貢
献
し
た
。
ま
た
一
六
一
六
年
以
後
町
南
京
教
案
に
お
い
て
は
、
「
弁
学
章
疏
」
を
上
呈
し
て
宣
教
師
の
保
護
に
カ
を
尽
く
し
た
。
次
に
李
之
部
(
字
振
之
、
我
存
、
杭
州
の
人
二
五
六
五
年
ー
一
六
三
O
年。
二
ハ
一
O
年
に
受
洗
。
一
五
九
八
年
同
進
士
)
は
、
天
主
教
の
教
義
書
お
よ
び
科
学
書
を
集
成
し
た
『
天
学
初
函
』
を
編
集
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
宣
教
師
が
も
た
・
り
し
た
科
学
思
想
や
天
主
教
教
義
な
ど
を
今
日
に
伝
え
る
の
に
き
わ
め
て
貢
献
し
て
い
る
双
書
で
あ
る
。
そ
し
て
楊
廷
笥
(
字
仲
堅
、
杭
州
の
人
。
一
五
五
七
年
ー
一
六
三
七
年
。
二
ハ
一
一
年
に
受
洗
。
一
五
九
二
年
内
進
士
)
は
、
天
主
教
と
仏
教
と
の
弁
別
を
意
図
し
た
『
天
釈
明
弁
』
、
ま
た
問
答
形
式
で
天
主
教
の
教
義
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
『
代
疑
篇
』
な
ど
の
書
物
を
残
し
、
こ
の
十
六
世
紀
に
中
国
人
士
大
夫
が
、
天
主
教
を
自
ら
の
救
い
と
し
て
ど
う
受
容
し
た
の
か
を
知
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
人
物
で
あ
る
。
確
か
に
、
徐
光
啓
や
李
之
藻
に
も
序
蹴
類
や
短
い
説
教
文
書
は
あ
る
も
の
の
、
楊
延
笥
が
残
し
た
よ
う
な
ま
と
ま
っ
た
教
義
替
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
彼
的
存
在
は
奉
教
士
人
的
信
仰
の
内
容
を
み
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
中
国
人
士
大
夫
ら
が
天
主
教
に
入
教
し
た
と
い
う
出
来
事
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
詳
し
く
論
及
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
信
仰
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
吟
味
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
論
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
楊
廷
笥
を
と
り
あ
げ
、
奉
教
士
人
の
信
仰
の
内
的
構
造
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
楊
廷
持
は
こ
れ
ま
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
刺
人
物
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
彼
の
経
歴
と
著
作
と
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
市
介
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
楊
廷
笥
(
号
法
図
、
洗
礼
名
粥
格
前
、
号
禰
格
子
)
は
、
杭
州
の
つ
仁
和
で
生
ま
れ
た
。
先
に
触
れ
た
李
之
務
と
郷
里
を
同
じ
く
す
る
。
白
楊
延
笥
は
一
五
九
二
年
三
十
五
歳
で
進
士
と
な
り
、
一
六
一
一
年
-
〔
8
》
符
五
十
四
歳
の
時
に
金
尼
聞
か
ら
洗
礼
を
授
け
ら
れ
て
天
主
教
に
改
宗
壬
《
g】
搬
し
た
。
利
璃
賓
が
死
去
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
之
藻
《
mv
徒
が
翻
訳
し
た
『
同
文
算
指
通
篇
』
の
楊
廷
笥
の
序
文
に
よ
る
と
、
利
胡
鴻
賓
と
も
面
識
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
彼
が
受
洗
し
た
四
版
年
後
に
は
、
夫
人
や
子
供
も
天
主
教
徒
と
な
っ
て
い
る
。
改
宗
前
向
咽
彼
的
政
治
的
活
動
や
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
改
宗
後
に
は
、
南
京
教
実
ー
に
際
し
て
宣
教
師
を
保
護
し
た
こ
と
、
自
1
 
9
宅
を
教
堂
と
し
て
提
供
し
た
こ
と
、
天
主
教
墓
地
や
学
校
を
設
立
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
熱
心
な
天
主
教
徒
と
し
て
活
動
し
、
一
六
三
七
年
に
八
十
歳
で
死
去
し
た
。
彼
の
代
表
的
著
作
と
し
て
は
、
先
述
し
た
『
代
疑
篇
』
と
司
天
釈
明
弁
』
と
が
あ
る
。
『
代
疑
篇
』
は
、
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
合
計
二
十
四
個
条
町
質
問
を
立
て
て
、
そ
れ
に
回
答
す
る
と
い
う
形
式
を
と
り
な
が
ら
、
天
主
教
の
教
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
一
方
『
天
釈
明
弁
』
は
、
天
主
教
と
仏
教
と
の
似
て
非
な
る
占
=
一
十
項
目
T
掲
げ
、
仏
教
の
ど
の
よ
う
な
点
が
誤
ま
り
で
あ
る
の
か
を
天
主
教
の
立
場
か
ら
批
判
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
い
わ
ば
仏
教
批
判
的
書
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
議
論
は
、
儒
教
の
立
場
を
肯
定
的
に
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
教
と
天
主
教
の
相
違
を
弁
別
し
て
天
主
教
の
正
統
性
を
儒
教
士
大
夫
に
示
す
た
め
に
書
か
れ
た
著
作
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
本
書
を
天
主
教
教
義
を
み
る
た
め
の
も
の
と
し
て
『
代
疑
篇
』
と
同
様
に
扱
い
、
そ
し
て
こ
の
両
書
に
よ
っ
て
、
彼
が
い
か
な
る
天
主
教
信
仰
を
持
ち
、
そ
れ
を
中
国
人
士
大
夫
に
ど
う
説
い
た
の
か
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
楊
廷
笥
に
対
し
て
は
、
仏
教
側
か
ら
い
く
つ
か
の
批
判
文
書
も
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
原
道
関
邪
説
」
(
『
閥
邪
集
』
下
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
楊
廷
笥
を
考
察
す
る
上
で
こ
れ
ら
の
破
邪
論
者
と
の
関
係
や
、
そ
の
他
、
他
的
奉
教
士
人
と
の
交
流
や
信
仰
内
容
の
違
い
等
々
、
問
題
と
す
べ
き
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
楊
廷
笥
に
お
け
る
天
主
教
受
容
の
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
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寸こ
ると
こを
と当
に下
しめ
た目
い的
。と
し
て
数
多
グ〉
諸
問
題
グ〉
考
察
は
メ入
J 
後
期
二
、
天
主
理
解
の
姿
勢
利
務
質
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
最
高
神
ゼ
ウ
ス
を
「
天
主
」
と
訳
し
、
そ
れ
を
中
図
的
古
い
儒
教
経
典
で
あ
る
詩
経
や
書
経
に
み
え
る
「
上
帝
」
と
同
じ
だ
と
説
い
一
V
儒
教
と
の
共
存
を
可
能
と
す
る
独
特
な
方
針
を
立
て
伝
道
を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
明
代
の
中
国
に
お
い
て
、
儒
教
を
信
奉
す
る
「
士
大
夫
」
層
こ
そ
が
社
会
向
指
導
的
地
位
に
あ
る
と
み
て
と
り
、
唯
一
神
を
唱
え
る
外
来
宗
教
に
、
彼
ら
が
当
然
抱
く
で
あ
ろ
う
疑
問
を
充
分
考
慮
し
た
が
ゆ
、
え
の
苦
心
的
布
教
方
針
で
あ
っ
た
。
に笥
序はこ
文、う
を利し
書璃た
い賀有
ての穀
、到の
こ来型
うのた
子霊長
にに
つ進
い 士
も
jt A 
i需品
塁:
西い
些た
凡百楊
6-廷
儒
者
本
天
、
故
知
天
事
天
、
畏
天
敬
天
、
皆
中
華
先
聖
之
学
也
。
詩
書
所
称
、
柄
如
日
星
、
可
考
鋭
己
。
自
奈
以
来
、
天
之
尊
始
分
、
漢
以
後
、
天
之
増
始
屈
。
千
六
百
年
、
天
学
幾
晦
、
而
無
有
能
明
其
不
快
…
者
。
利
氏
自
海
外
来
、
独
能
洞
会
道
原
、
実
修
実
証
、
一
一
首
必
称
昭
4
h
r
。
芳
守
中
国
の
聖
人
向
学
問
と
し
て
の
天
へ
の
畏
敬
は
、
秦
漢
以
後
に
は
失
わ
れ
た
。
そ
し
て
中
国
に
お
け
る
天
の
崇
高
性
が
衰
退
し
た
そ
う
し
た
時
に
こ
そ
、
か
の
利
鳴
賓
が
や
っ
て
き
て
、
「
上
帝
」
に
事
え
る
よ
う
唱
導
し
、
「
天
L
に
事
え
る
姿
勢
を
人
々
に
と
り
も
ど
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
。
ま
た
鳳
辿
我
著
『
七
克
』
の
序
文
に
お
い
て
、
楊
廷
笥
は
、
天
主
教
の
目
標
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
而
大
指
不
越
両
端
、
目
、
欽
山
県
一
天
主
万
物
之
上
、
目
、
愛
人
如
己
。
夫
欽
崇
天
主
、
即
吾
儒
昭
事
上
帝
也
。
「
天
主
一
を
尊
ぶ
こ
と
」
は
、
儒
教
の
「
上
帝
に
事
え
る
こ
と
」
と
同
じ
だ
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
は
、
自
国
の
文
化
史
的
中
に
利
務
賀
を
組
み
込
む
と
同
時
に
、
彼
自
身
が
利
璃
賓
の
傘
下
に
入
る
こ
と
を
表
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
主
教
を
受
容
す
る
楊
廷
笥
の
基
本
的
な
姿
勢
は
、
利
潟
賓
の
と
っ
た
方
針
の
枠
内
に
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
は
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
天
主
教
は
中
国
人
士
大
夫
に
と
っ
て
、
一
見
、
中
園
内
儒
教
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
か
の
よ
ー
で
あ
る
。
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
か
。
い
っ
た
い
中
国
で
い
う
「
上
帝
」
と
い
う
の
は
、
人
格
神
性
を
持
つ
、
王
宰
者
的
至
高
的
存
在
と
い
う
性
格
を
持
つ
imvで
は
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
で
い
う
よ
う
な
天
地
万
物
の
創
造
者
で
あ
り
、
か
つ
死
後
に
人
間
を
裁
く
審
判
者
・
全
知
全
能
で
あ
る
唯
一
絶
対
的
神
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
創
造
神
と
い
う
性
格
か
・
り
し
て
も
両
者
の
間
に
は
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
利
璃
賓
が
、
「
天
主
」
は
「
上
帝
」
だ
と
説
い
た
の
は
、
中
国
人
士
大
夫
に
布
教
す
る
た
め
の
便
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
相
違
に
つ
い
て
は
充
分
に
認
識
し
て
い
d
o
と
す
れ
ば
、
そ
の
傘
下
に
あ
る
奉
教
土
人
は
、
所
謂
「
天
主
」
を
中
国
の
上
帝
と
同
一
視
し
て
い
た
の
か
、
「
天
主
」
町
中
に
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
的
創
造
神
的
性
格
を
認
め
て
い
た
の
か
、
畢
覚
、
「
天
主
」
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
で
は
楊
延
笥
は
「
天
主
」
に
つ
い
て
ど
う
説
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
難
以
口
舌
弁
。
即
就
人
所
自
明
、
平
心
而
論
、
英
大
於
天
地
。
赴
天
地
従
何
来
。
必
有
生
天
生
地
者
在
。
英
衆
於
人
物
。
是
人
物
従
何
来
。
必
有
生
人
生
物
者
在
。
英
霊
於
神
鬼
。
是
神
鬼
従
何
来
、
必
有
生
神
生
鬼
者
在
。
(
「
天
釈
明
弁
』
三
)
京
大
は
こ
の
世
界
そ
の
も
の
か
ら
、
小
は
そ
の
中
に
存
在
す
る
あ
り
と
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
至
る
ま
で
、
こ
の
世
界
に
存
在
す
る
様
々
な
る
事
♂
物
は
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
も
の
が
な
け
れ
ば
存
在
す
る
わ
け
は
州
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
「
尊
無
比
」
で
「
全
能
」
(
同
)
な
る
E
ゼ
ウ
ス
Rg
竹
的
可
能
斯
」
な
の
で
あ
る
。
「
天
主
」
は
あ
ら
ゆ
る
国
で
も
そ
れ
を
仰
ぎ
椀
み
、
他
の
崇
拝
対
象
を
排
除
す
る
唯
一
者
で
あ
り
(
惟
主
一
而
己
、
万
徒
国
共
戴
一
天
、
共
仰
一
主
。
『
代
疑
篇
』
二
十
二
、
人
聞
を
死
後
に
蛾
審
判
す
る
者
で
あ
る
(
夫
生
前
既
有
善
悪
、
死
侯
必
加
審
判
、
而
審
弐
判
大
権
誰
、
定
為
主
一
天
主
也
。
『
天
釈
明
弁
』
二
十
)
。
ま
た
彼
は
、
J
イ
エ
え
咽
「
仏
の
化
身
」
と
「
耶
訴
」
の
降
誕
と
の
相
違
を
述
べ
た
文
脈
の
中
で
、
-
E
l
。
。
【
nv
観
時
行
物
生
、
則
知
天
中
有
主
、
聖
経
明
言
之
、
夫
教
詳
載
之
。
(
『
天
釈
明
弁
」
十
七
)
93 
と
を
時
に
は
区
別
し
て
も
と
い
う
よ
う
に
、
「
天
」
と
「
(
天
)
主
」
い
る
。
そ
し
て
、
入
札
町
仲
天
堂
有
主
、
玉
有
三
位
、
三
位
惟
一
体
、
妙
か
西
学
一
百
夫
、
実
有
所
見
、
非
如
世
認
脊
蒼
之
天
、
揮
然
一
気
、
冥
然
不
霊
、
穆
然
戸
担
事
之
地
、
与
世
界
判
然
不
相
干
渉
也
。
(
『
天
釈
明
弁
』
T
四
)
天
主
教
の
「
三
位
一
体
」
説
(
後
述
)
を
理
解
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
「
天
」
に
つ
い
て
は
わ
か
る
と
も
い
う
。
以
上
の
諸
発
言
か
ら
考
え
る
と
、
楊
廷
笥
に
と
っ
て
の
「
天
主
」
と
は
、
何
よ
り
も
-
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
天
主
が
即
ち
上
帝
だ
と
い
う
説
明
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
一
見
、
中
図
的
上
帝
観
念
に
キ
リ
ス
ト
教
の
天
主
を
同
化
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
言
葉
が
こ
う
し
た
自
分
が
信
仰
す
る
立
場
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
天
主
の
唯
一
神
的
性
格
が
前
面
に
出
て
く
る
の
が
み
て
と
れ
よ
う
。
彼
は
、
中
国
の
上
帝
と
天
主
教
の
「
天
主
」
と
を
、
ま
た
中
園
内
天
学
と
「
天
主
教
」
と
を
単
純
に
同
一
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
言
語
表
現
と
し
て
外
化
す
る
と
き
に
は
、
あ
た
か
も
「
天
主
」
「
上
帝
」
「
天
」
町
三
者
を
中
国
的
観
念
を
基
底
に
し
て
同
一
化
さ
せ
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
も
、
実
は
、
そ
の
内
面
に
お
い
て
は
、
こ
の
三
者
を
必
ず
し
も
単
純
に
同
一
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
、
楊
延
笥
の
「
奉
教
」
の
あ
り
さ
ま
が
こ
こ
に
浮
か
ぴ
あ
4
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
こ
そ
、
利
鴻
賓
の
布
教
下
に
お
け
る
中
国
人
士
人
9
の
「
奉
教
」
同
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
に
は
、
こ
う
し
た
楊
廷
筒
の
信
仰
内
容
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
霊
性
天
地
万
物
を
創
造
し
た
の
は
「
天
主
」
で
あ
る
。
で
は
「
天
主
」
に
よ
っ
て
人
聞
は
ど
う
い
う
も
の
と
し
て
造
ら
れ
た
の
か
。
蓋
天
主
生
人
、
付
有
二
分
。
一
分
為
肉
身
。
風
寒
暑
湿
、
能
中
之
、
是
為
身
病
。
一
分
為
霊
性
。
世
俗
肉
身
魔
鬼
三
仇
、
能
中
之
、
是
為
心
病
。
二
者
戯
然
不
相
混
乱
。
不
知
者
、
快
認
為
一
。
(
略
)
是
二
物
原
可
合
可
分
。
人
口
則
生
、
分
則
死
。
世
人
惟
認
倣
一
物
、
故
忙
忙
時
除
、
一
生
只
照
願
肉
身
、
市
至
尊
至
貴
之
露
性
、
反
撒
却
一
辺
。
(
『
代
疑
筒
』
二
十
三
)
人
間
は
、
天
主
に
よ
っ
て
「
肉
身
」
と
「
霊
性
」
と
を
与
子
め
れ
た
。
そ
の
こ
者
が
合
体
し
て
い
る
と
き
が
「
生
」
、
分
離
し
て
い
る
と
き
が
「
死
」
で
あ
る
。
ま
た
「
賦
之
霊
性
、
為
形
躯
主
」
(
『
代
疑
篇
』
二
十
二
と
い
う
よ
う
に
、
「
霊
性
」
の
方
が
主
で
、
「
肉
身
」
の
方
が
従
と
い
う
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
寿
最
短
者
、
為
有
始
有
終
。
草
木
禽
獣
魚
虫
、
人
之
肉
躯
、
皆
和
四
元
行
、
偏
則
争
、
絶
則
死
、
是
也
。
寿
最
長
者
、
為
有
始
無
終
、
十
一
重
天
体
、
日
月
星
辰
、
水
火
土
気
、
天
神
聡
鬼
、
人
之
霊
魂
、
皆
天
王
自
造
、
不
精
四
元
行
。
一
成
無
壊
、
是
也
図
(
『
天
釈
明
弁
』
十
二
)
肉
体
は
「
四
行
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
に
滅
び
る
が
、
「
四
行
」
と
無
関
係
な
「
霊
性
」
す
な
わ
ち
霊
魂
は
不
滅
で
あ
情
人
間
存
在
に
お
い
て
主
要
な
位
置
を
し
め
る
不
滅
の
「
霊
性
」
は
、
そ
も
そ
も
、
生
物
の
魂
を
「
生
魂
」
「
覚
魂
」
「
霊
魂
」
の
三
つ
に
分
類
し
た
も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
人
間
だ
け
に
具
る
も
の
で
あ
λ
v
。
拠
夫
教
、
草
木
止
有
生
魂
、
故
依
頼
而
生
、
依
期
而
長
、
而
不
能
趨
迎
、
是
無
党
魂
也
。
禽
獣
有
耳
目
ロ
鼻
血
肉
、
故
有
生
有
覚
、
能
知
趨
避
、
而
不
能
研
世
論
議
理
。
惟
人
可
以
知
古
今
、
察
天
地
、
拐
事
物
、
吾
昨
百
行
、
皆
従
此
出
、
是
為
霊
魂
。
与
禽
獣
草
木
、
週
然
不
問
。
(
『
天
釈
明
弁
』
九
)
草
木
に
は
「
生
魂
」
の
み
が
あ
り
、
禽
獣
に
は
「
生
魂
」
と
「
党
魂
」
、
そ
し
て
人
間
に
は
「
生
・
党
・
霊
魂
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
相
違
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
根
拠
と
な
る
。
な
か
で
も
「
霊
魂
」
の
あ
る
人
間
だ
け
が
、
生
命
維
持
能
力
に
加
え
て
、
空
間
的
時
間
的
広
が
し
ん
じ
ワ
【
mv
り
の
中
で
「
義
理
」
を
見
惜
閉
め
て
い
く
能
力
を
も
っ
。
天
主
教
徒
で
あ
る
彼
に
と
っ
て
、
人
的
人
た
る
所
以
は
、
ひ
と
え
に
理
性
的
能
力
た
る
「
霊
性
を
も
っ
し
点
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
偶
然
そ
の
よ
う
に
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
天
主
」
が
自
然
界
を
分
類
し
た
意
図
の
成
就
と
し
て
備
わ
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
よ
り
、
こ
の
「
霊
性
」
と
い
う
観
念
は
、
彼
一
個
人
が
覚
醒
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
彼
に
と
っ
て
は
彼
と
社
会
的
な
基
盤
を
共
有
す
る
他
の
士
大
夫
遥
に
向
か
っ
て
こ
そ
充
分
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
人
聞
の
本
質
に
関
す
る
当
時
的
伝
統
的
な
観
念
は
「
性
」
で
あ
り
「
明
徳
」
で
あ
り
「
良
知
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
こ
れ
ら
の
言
葉
を
用
い
て
、
こ
う
説
い
て
い
る
。
天
主
以
霊
性
付
入
、
原
是
極
光
明
之
物
、
光
明
中
、
万
理
皆
有
。
故
云
、
仁
義
礼
智
、
性
也
。
天
主
所
与
我
者
、
我
固
有
之
也
。
聖
経
詞
之
明
徳
、
儒
者
謂
之
良
知
。
(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
二
前
節
で
論
じ
た
こ
と
と
同
ヒ
〈
、
こ
う
し
た
表
現
の
限
り
で
は
、
彼
は
天
主
教
を
儒
教
と
同
一
化
さ
せ
て
説
く
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
刺
儒
教
の
文
献
に
見
え
る
「
性
」
に
つ
い
て
の
最
も
代
表
的
な
ス
ロ
l
市
ガ
ン
は
、
「
天
命
之
謂
性
」
と
い
う
諸
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
彼
r
L
4品
、
d
ー、.
っ
人
寸
只
就
天
命
之
詞
性
一
句
縛
之
、
言
人
有
性
、
従
天
降
之
。
猶
官
有
的
職
、
従
朝
短
与
之
、
朝
廷
不
分
自
己
与
入
、
所
与
者
、
詰
勅
文
遇
、
久ど符
上
帝
不
分
体
質
与
入
、
所
命
者
、
厳
霊
性
体
、
其
現
極
明
。
E
 
扱
(
『
代
疑
問
刷
』
七
)
徒
と
い
う
。
こ
こ
の
「
虚
霊
性
体
」
と
い
う
表
現
は
、
『
大
学
章
句
』
の
措
「
明
徳
」
に
対
す
る
朱
子
の
注
「
明
徳
者
、
人
之
所
得
子
天
、
而
畳
一
川
島
E
不
除
、
以
具
衆
理
、
而
応
万
事
者
也
」
と
い
う
表
現
を
想
起
さ
せ
、
咽
こ
こ
で
も
彼
は
天
主
教
と
儒
教
と
の
類
似
性
を
主
張
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
「
霊
性
」
の
定
義
と
と
も
に
右
の
資
料
を
5
 
9
よ
く
考
え
る
と
、
こ
れ
は
儒
教
の
用
語
を
借
り
つ
つ
も
、
人
に
対
す
る
「
天
」
円
超
越
性
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
意
が
あ
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
「
上
帝
」
と
所
与
の
「
霊
性
」
と
は
、
同
一
の
レ
ベ
ル
で
は
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
。
人
に
は
「
天
主
」
か
ら
与
え
ら
れ
た
「
性
」
が
あ
る
も
の
の
、
し
か
し
「
天
し
と
人
と
の
間
に
は
越
え
、
句
れ
な
い
距
離
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
に
対
す
る
「
天
主
」
の
こ
う
し
た
超
越
的
外
在
的
性
格
は
、
「
天
主
」
を
主
軸
に
し
て
「
霊
性
」
を
語
る
と
き
、
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。
然
天
主
生
人
、
独
異
子
万
物
、
欲
令
其
能
自
専
也
図
能
自
専
者
、
所
作
普
悪
鯨
己
。
可
以
功
罪
諜
之
。
不
能
自
専
者
、
所
作
韓
国
悪
、
不
鋭
己
、
不
得
以
功
罪
加
之
。
此
造
化
生
人
生
物
之
区
別
也
。
人
有
霊
性
、
可
以
推
論
、
可
以
主
張
。
悪
本
易
為
、
而
不
肯
為
。
説
日
本
難
行
、
而
不
肯
不
行
。
所
以
詞
之
徳
、
謂
之
主
#
官
。
升
天
堂
者
、
非
此
不
可
。
(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
二
こ
の
文
章
は
、
全
能
な
る
天
主
が
、
人
が
不
善
に
陥
る
の
を
許
し
た
理
由
と
し
て
「
人
間
に
司
自
ら
専
ら
』
に
す
る
n
自
由
意
志
。
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
物
と
区
別
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
」
と
説
〈
文
脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
善
悪
を
分
別
し
て
行
為
す
る
と
い
う
n
自
由
意
志
。
が
夫
、
五
円
意
図
的
実
現
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
的
「
霊
性
」
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
は
「
天
主
」
よ
り
与
え
ら
れ
、
天
主
の
制
御
の
も
と
に
あ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
6
人
の
人
た
る
所
以
は
「
霊
性
」
に
あ
る
と
説
け
ば
、
確
か
に
そ
れ
9
は
伝
統
的
な
「
性
」
と
同
じ
観
念
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
中
国
の
人
々
に
与
え
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
楊
廷
掲
の
主
眼
は
む
し
ろ
、
「
天
主
」
と
人
間
と
の
絶
対
的
な
隔
た
り
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
人
間
の
理
性
的
能
力
た
る
「
霊
性
」
は
唯
一
神
の
「
天
主
」
か
ら
こ
そ
付
与
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
人
間
存
在
の
あ
り
方
を
儒
教
世
界
に
示
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
あ
え
て
「
性
」
「
良
知
」
「
明
徳
」
と
い
っ
た
伝
統
的
用
語
で
説
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
園
、
イ
エ
ス
(
キ
リ
ス
ト
)
A
、
堕
落
と
罪
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
聞
は
す
ぐ
れ
た
能
力
を
持
つ
霊
性
を
付
与
さ
れ
て
創
造
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
生
き
る
個
々
の
人
聞
は
、
創
造
さ
れ
た
当
時
の
あ
り
方
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
「
上
古
」
か
ら
「
中
古
」
、
そ
し
て
「
晩
近
」
へ
か
け
て
「
真
性
」
が
凋
衰
し
て
き
た
と
い
一
が
こ
の
人
聞
の
堕
落
と
い
う
こ
と
は
、
宣
教
師
ら
も
紹
介
Aav 
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
楊
廷
鋳
は
そ
の
言
葉
を
受
け
な
が
ら
さ
ら
に
、
そ
の
堕
落
の
過
程
を
、
中
国
文
化
史
的
中
に
こ
う
位
置
づ
け
ヲ@。
天
主
愛
人
甚
失
。
上
古
之
時
、
性
教
在
人
心
、
依
其
良
知
良
能
、
可
不
矯
悪
。
只
以
行
与
事
示
之
、
聖
賢
名
教
辿
之
、
人
人
自
喪
主
命
、
不
須
降
生
。
然
而
詩
書
所
載
欽
若
・
昭
事
・
如
臨
・
如
保
・
己
示
問
先
之
兆
失
。
三
代
而
後
、
聖
賢
既
速
、
好
偽
愈
滋
、
性
教
之
在
人
心
者
日
潟
、
詩
書
之
示
監
戒
者
日
玩
、
則
又
大
発
仁
愛
、
以
無
限
滋
悲
、
焼
絶
世
希
有
、
自
天
而
降
、
具
有
人
身
、
号
日
耶
録
。
(
『
代
疑
筒
』
十
六
)
彼
は
、
三
代
を
理
想
化
し
て
、
そ
れ
以
後
に
堕
落
が
始
ま
る
と
考
、
ぇ
Anv 
る
中
国
文
化
特
有
の
視
点
を
掲
げ
、
詩
経
や
書
経
の
教
え
が
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
墜
落
し
た
時
代
に
現
わ
れ
た
の
が
耶
訴
だ
と
し
て
、
耶
訴
を
中
国
文
化
的
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
そ
れ
は
、
士
大
夫
た
る
彼
町
立
場
か
ら
し
て
も
、
明
王
朝
下
町
中
国
に
生
き
る
人
々
は
、
皆
な
創
造
さ
れ
た
当
時
の
あ
り
方
そ
の
ま
ま
な
の
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
を
と
る
基
盤
と
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
現
在
の
人
間
は
な
ぜ
、
創
造
さ
れ
た
当
時
の
あ
り
方
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
の
か
。
先
之
代
珊
、
嫡
其
首
祖
以
来
、
所
遺
之
原
罪
、
即
壊
性
之
娘
、
造
罪
之
植
者
是
。
頼
十
字
聖
架
之
息
、
己
免
此
罪
。(
『
代
疑
鮪
』
二
十
二
)
天
主
以
霊
性
付
入
、
原
是
極
光
明
之
物
、
(
略
)
人
身
後
来
之
不
普
、
皆
入
所
自
作
、
重
形
骸
、
不
霊
真
性
、
重
世
間
習
尚
、
不
重
至
尊
賦
予
、
惜
惜
逐
遂
、
日
陥
T
非
、
干
天
主
高
与
濡
。
不
能
順
天
而
反
怨
天
、
不
思
甚
失
。
(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
二
ア
ダ
ム
エ
パ
亜
識
と
限
機
と
い
う
「
首
祖
」
が
残
し
た
「
原
罪
」
こ
そ
が
、
現
実
の
人
聞
を
創
造
当
初
の
あ
り
方
か
ら
遠
の
か
せ
、
「
天
」
と
の
関
係
を
正
常
で
は
な
く
な
ら
せ
る
「
堕
落
」
向
原
因
で
あ
る
。
天
主
教
の
考
え
方
で
い
え
ば
、
こ
の
原
罪
は
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
以
上
、
個
人
の
意
志
に
関
わ
り
者
く
、
ど
の
人
も
持
っ
て
い
て
ど
う
に
も
免
れ
難
い
。
さ
ら
に
後
天
的
な
肉
身
が
あ
る
ゆ
え
の
罪
に
み
ず
か
ら
お
ち
い
る
。
こ
う
し
て
、
「
壊
性
」
と
な
っ
た
状
態
の
「
霊
性
」
が
救
済
さ
れ
て
そ
の
鎖
か
ら
解
き
放
た
れ
、
「
天
」
と
の
関
係
を
回
復
す
る
に
は
、
耶
緑
町
受
難
こ
そ
が
必
須
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
は
こ
う
い
う
。
欲
筋
万
民
嫡
除
原
罪
、
非
自
身
受
難
、
原
罪
不
除
。
(
『
代
疑
鮪
』
十
七
)
彼
(
仏
教
l
市
来
)
是
救
人
之
肉
身
、
此
(
天
主
教
)
是
救
人
之
霊
性
。
(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
二
耶
紙
三
十
三
年
、
示
脱
罪
之
路
、
関
上
天
之
梯
。(
『
代
疑
鮪
』
十
九
)
来市てつめ
こ
う
し
て
楊
廷
笥
は
、
耶
訴
と
い
う
存
在
を
、
堕
落
と
罪
と
に
満
射
ち
満
ち
て
い
る
中
国
文
化
史
の
中
に
組
み
込
み
、
中
国
儒
教
が
説
く
慨
観
念
に
も
つ
な
が
る
「
天
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
そ
の
受
難
を
説
徒
明
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
儒
教
文
化
の
中
に
あ
る
人
々
に
と
っ
措
て
も
、
耶
訴
は
絶
対
の
救
済
者
と
し
て
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
る
の
版
で
あ
る
。
咽
で
は
、
楊
廷
笥
に
と
っ
て
こ
町
耶
訴
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
と
い
う
の
か
。
次
に
彼
の
天
主
教
信
仰
の
核
心
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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B
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
原
罪
を
あ
が
な
う
「
耶
訴
」
と
は
何
も
の
で
あ
る
の
か
。
彼
は
な
ぜ
原
罪
か
ら
人
聞
を
解
放
し
う
る
の
か
。
楊
廷
笥
は
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
べ
く
、
耶
訴
の
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
吾
主
耶
隊
、
以
矯
非
人
、
則
生
於
時
叫
w
p、
明
有
躯
体
、
載
有
血
肉
、
調
非
人
不
可
。
以
矯
全
是
入
、
則
性
位
是
天
主
桜
山
叩
之
性
之
位
。
其
降
苧
也
、
不
係
人
道
。
其
出
胎
也
、
不
肝
聖
母
。
続
覚
欲
産
、
便
巳
在
前
。
既
生
之
後
、
聖
母
伯
是
童
身
。
謂
之
非
天
主
不
可
。
以
天
主
本
性
接
人
之
性
、
故
論
其
五
官
百
体
、
無
以
異
子
人
群
。
而
全
能
至
パ
ー
ヂ
レ
普
之
本
性
、
与
天
主
罷
徳
肋
、
一
体
市
分
。(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
二
天
主
と
し
て
の
性
格
と
人
と
し
て
の
性
格
と
の
こ
つ
を
一
身
町
中
に
具
有
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば
、
不
思
議
な
る
そ
の
出
生
の
あ
り
さ
ま
を
了
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
で
は
肉
体
を
備
、
え
た
人
間
で
あ
る
耶
訴
が
、
天
主
と
し
て
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
し
て
持
つ
の
か
。
そ
の
説
く
と
こ
ろ
を
窺
う
と
、
そ
も
そ
も
天
主
に
は
、
し
い
て
分
け
て
説
明
す
れ
ば
三
つ
の
位
格
が
あ
る
と
い
う
。
其
言
天
主
、
非
属
虚
無
、
実
有
体
在
。
欲
窮
其
体
、
妙
不
勝
言
、
一
位
不
足
以
尽
之
、
蓋
有
三
位
。
(
『
代
疑
篇
』
十
八
)
ス
ピ
リ
タ
ザ
シ
タ
罷
徳
肋
此
言
父
也
。
資
略
此
言
子
也
。
斯
彼
利
多
三
多
此
言
無
形
霊
聖
也
。
(
略
)
然
以
父
子
鶴
言
者
、
一
盲
子
即
知
有
父
、
言
父
即
知
有
子
、
言
父
子
町
知
交
相
愛
。
蓋
天
主
原
矯
至
霊
、
自
照
本
体
無
窮
之
妙
、
而
内
自
生
一
無
窮
妙
之
像
、
与
己
全
向
。
独
有
生
於
受
生
之
分
、
生
98 
者
潟
父
、
受
生
者
鏡
子
、
又
父
子
相
慕
、
共
発
一
愛
、
矯
神
聖
也
。
故
位
分
而
潟
三
、
体
合
而
矯
一
、
三
位
無
大
小
先
後
之
別
、
共
一
性
也
。
一
主
也
。
一
体
也
。
(
略
)
響
諸
水
罵
。
能
湿
能
寒
能
下
、
総
一
水
也
。
此
三
位
一
体
之
説
也
。
(
『
代
疑
篇
』
十
八
)
天
主
に
そ
な
わ
る
三
つ
の
位
格
と
は
、
父
と
し
て
の
働
き
を
い
う
「
新
伊
跡
」
、
子
と
し
て
の
働
き
を
い
う
「
際
船
」
、
無
形
町
「
霊
聖
」
ス
ピ
リ
タ
妙
シ
タ
と
し
て
の
働
き
を
い
う
「
斯
彼
利
多
三
多
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
三
者
の
関
係
は
、
例
え
て
い
え
ば
、
水
が
「
湿
っ
て
い
る
」
「
冷
た
い
」
「
下
流
へ
流
れ
る
」
と
い
う
別
々
の
性
質
を
持
ち
な
が
ら
も
、
同
じ
く
一
つ
の
水
で
あ
る
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
位
格
は
、
本
来
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
価
値
的
な
上
下
は
な
い
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
核
と
な
る
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
」
説
を
彼
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
「
耶
鯨
」
と
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
つ
の
位
格
の
う
ち
の
第
二
位
が
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
天
主
と
人
と
の
二
重
性
を
持
つ
耶
訴
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
人
聞
が
「
罪
」
の
中
で
堕
落
し
た
時
代
に
こ
の
世
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
夫
教
以
耶
鯨
降
生
、
捨
身
救
入
、
死
子
十
字
架
上
、
持
前
乎
往
古
之
原
罪
、
護
行
消
除
、
後
乎
来
今
之
地
獄
、
尽
有
出
路
、
此
之
功
徳
、
比
造
成
天
地
、
養
育
万
物
、
尤
潟
広
大
無
比
。
(
『
天
釈
明
弁
』
二
十
六
)
十
字
架
に
か
か
っ
て
人
の
罪
を
あ
が
な
う
た
め
に
耶
訴
は
あ
ら
わ
れ
そ
の
こ
と
は
、
天
地
を
創
造
し
、
万
物
を
養
育
す
る
功
徳
よ
り
偉
大
な
こ
と
で
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
彼
は
イ
エ
ス
の
滅
罪
を
認
識
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
耶
係
が
天
主
と
人
と
の
二
重
の
性
格
を
持
つ
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
れ
を
、
こ
の
耶
訴
を
仰
ぎ
み
る
n
人
聞
の
側
か
ら
。
と
、
そ
し
て
。
天
主
の
側
か
ら
。
と
の
二
つ
の
視
角
か
ら
、
楊
廷
笥
が
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
人
々
に
と
っ
て
、
H
耶
訴
に
お
い
て
天
主
が
人
間
と
し
て
あ
る
。
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
天
主
が
人
聞
の
認
識
で
捉
、
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
降
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
造
物
主
た
る
天
主
は
、
本
来
、
被
造
物
た
る
人
間
と
は
絶
対
的
差
異
の
あ
る
超
越
者
で
あ
り
、
人
間
の
側
か
ら
は
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
の
存
在
で
あ
る
。
た
の
で
あ
り
、
既
降
生
人
類
中
、
自
有
言
語
、
有
行
事
、
使
人
可
信
可
伝
、
若
夫
耶
訴
未
生
之
前
、
天
人
懸
絶
、
形
声
倶
夜
、
料
以
何
者
垂
示
世
人
哉
。
{
『
天
釈
明
弁
』
十
七
)
し
か
し
、
懸
絶
し
た
ま
ま
で
は
天
主
の
意
志
は
人
々
に
は
わ
か
り
え
な
い
。
天
主
が
イ
エ
ス
と
し
て
降
生
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
こ
そ
人
聞
は
天
主
と
関
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
雌
性
是
天
主
之
性
原
無
形
声
、
而
特
接
人
性
以
出
、
則
四
肢
百
体
、
尽
与
人
問
、
安
得
調
之
無
形
声
哉
。
夫
在
世
之
、
玉
、
与
在
天
之
主
、
原
無
二
主
。
惟
是
在
天
則
無
形
無
声
、
万
古
如
斯
、
即
降
生
者
之
原
体
也
。
在
世
則
有
形
有
声
、
三
十
三
年
暫
現
、
即
無
形
声
者
之
化
体
也
。
顧
在
天
則
容
壊
懸
隔
、
在
世
則
呼
吸
可
通
、
在
天
則
黙
連
難
窺
、
在
世
則
実
跡
可
仰
、
在
天
則
無
階
可
升
、
在
世
則
有
途
可
入
、
故
降
生
一
節
、
仁
愛
之
極
思
、
人
道
所
未
有
。
(
『
代
疑
篇
』
十
六
)
か
く
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
懸
絶
し
た
天
主
と
あ
い
親
し
み
通
じ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
有
限
な
る
人
聞
を
こ
え
た
全
能
な
る
天
主
が
、
肉
体
が
あ
る
ゆ
え
の
痛
み
や
つ
ら
さ
が
わ
か
る
存
在
と
し
て
の
人
間
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
人
間
に
と
っ
て
救
い
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
)
次
に
、
天
主
的
側
か
ら
こ
う
し
た
J
大
主
が
人
間
と
し
て
あ
る
H
来
と
い
う
こ
と
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
人
聞
の
罪
を
あ
が
な
う
と
い
う
、
天
主
の
人
間
に
対
す
る
超
越
的
意
志
を
十
字
架
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
耶
訴
を
出
現
き
せ
た
と
い
う
こ
と
市てつめを笥髄徒時
楊
廷
笥
は
、
十
字
架
は
天
主
の
意
志
の
実
現
で
あ
る
と
し
、
耶
緑
町
版
十
字
架
上
司
受
難
に
対
し
て
最
高
の
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
M
r
咽
ま
た
、
視
角
を
か
え
て
人
々
に
と
っ
て
H
人
間
で
あ
る
耶
訴
が
同
時
に
天
主
と
し
て
あ
る
。
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
、
み
る
な
ら
ば
、
ハ川
d
、
9
そ
れ
は
、
降
生
し
た
も
の
は
天
主
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
で
あ
る
。
絶
世
希
有
之
事
、
至
十
字
而
極
。
後
世
対
此
架
、
謂
之
聖
架
、
謂
聖
体
在
架
、
万
世
猶
新
。
感
動
人
心
、
英
切
子
此
。
万
全
功
徳
、
英
備
於
比
。
(
『
代
疑
鮪
』
二
十
四
)
人
々
が
耶
訴
を
、
人
々
に
は
及
び
え
な
い
絶
対
的
な
性
格
の
あ
ら
わ
キ
リ
え
i
p
れ
と
し
て
認
め
る
こ
と
、
人
々
に
と
っ
て
の
「
救
済
者
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
の
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
耶
訴
を
信
ず
る
も
の
に
と
っ
て
、
耶
訴
は
、
蓋
耶
脈
身
有
二
分
、
一
分
是
人
肉
身
。
人
肉
身
可
以
死
。
死
則
能
賊
人
罪
。
一
分
是
天
主
性
、
不
可
以
死
、
故
三
日
後
、
自
死
者
中
復
活
。
(
『
天
釈
明
弁
』
十
七
)
「
復
活
」
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
天
主
的
側
か
ら
n
人
で
あ
る
耶
訴
が
同
時
に
天
主
と
し
て
あ
る
。
と
い
う
こ
と
を
、
い
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
天
主
が
人
々
の
罪
を
ゆ
る
し
救
済
す
る
と
い
う
、
天
主
の
は
た
ら
さ
そ
の
も
の
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
耶
麻
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
の
犯
し
た
罪
は
、
天
主
に
対
し
て
お
か
し
た
罪
で
あ
る
以
上
、
天
主
と
同
等
の
も
の
し
か
そ
れ
を
あ
が
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
凡
人
重
罪
、
英
過
逮
主
命
、
特
此
罪
秤
量
、
無
可
比
度
、
必
有
典
主
命
相
当
者
、
方
足
錆
除
、
則
無
如
耶
麻
自
身
也
。
必
有
大
著
大
福
与
世
罪
相
当
者
、
方
可
権
抵
、
無
如
釘
十
字
架
功
労
也
。
(
略
)
進
而
得
罪
天
主
、
必
能
均
天
主
、
可
以
解
之
。
耶
訴
一
身
、
人
而
天
主
者
也
。
四
方
万
園
、
皆
天
主
所
造
成
、
則
以
耶
訴
与
世
罪
較
、
世
罪
又
其
小
小
者
巴
(
『
代
疑
鏑
』
十
九
)
こ
う
し
て
耶
訴
は
、
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
罪
を
犯
し
た
人
聞
の
身
代
り
と
な
っ
て
十
字
架
に
か
か
り
、
天
主
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
た
∞
だ
の
身
代
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
主
と
し
て
の
性
格
に
お
い
て
す
べ
l
て
の
罪
の
ゆ
る
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
四
つ
の
意
義
に
お
い
て
耶
訴
は
人
と
し
て
の
性
格
と
天
主
と
し
て
の
性
格
と
を
あ
わ
せ
も
つ
の
だ
が
、
楊
廷
持
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
耶
訴
の
意
義
は
、
十
字
架
の
受
難
の
で
き
事
に
凝
集
さ
れ
て
、
人
々
の
前
に
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
C
、
「
信
」
か
く
し
て
人
々
は
、
耶
訴
を
通
し
て
天
主
に
つ
な
が
り
、
絶
対
的
な
天
主
の
ゆ
る
し
に
包
ま
れ
、
そ
の
次
元
か
ら
、
こ
の
世
界
は
天
主
に
造
ら
れ
た
世
界
で
あ
り
、
自
己
は
そ
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
め
ざ
め
る
こ
と
と
な
る
。
耶
緑
町
十
字
架
の
受
難
と
そ
の
復
活
と
を
「
信
ず
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
そ
の
転
換
点
で
あ
り
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
「
信
」
と
い
う
こ
と
に
楊
廷
持
は
高
い
意
義
を
見
出
す
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
以
死
矯
人
篤
至
普
、
耶
訴
之
死
、
通
是
偶
人
、
事
不
篤
己
。
愛
人
誰
如
天
主
者
、
能
珊
人
罪
篤
至
替
、
耶
録
一
死
、
万
民
宿
罪
全
除
、
救
世
誰
知
天
主
者
。
(
『
代
疑
篇
』
十
九
)
耶
訴
は
自
己
の
た
め
に
で
は
な
く
、
人
々
の
た
め
に
死
に
、
罪
を
あ
が
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
こ
の
耶
訴
は
、
儒
教
的
な
聖
人
と
レ
て
は
、
多
く
の
不
都
合
な
点
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
耶
訴
は
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
聖
人
で
は
な
い
。
耶
訴
は
天
主
の
降
生
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
の
十
字
架
の
受
難
で
あ
る
。
「
信
」
に
お
い
て
こ
そ
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
又
使
拘
儒
執
泥
常
理
浅
律
、
耶
録
則
聖
人
、
必
得
其
寿
、
何
止
三
十
三
齢
。
聖
人
無
死
地
、
何
至
被
釘
十
字
架
。
(
略
)
即
称
耶
訴
鶴
田
五
神
、
恐
亦
非
子
心
之
所
安
失
。
故
能
信
則
嘗
直
認
天
主
、
不
必
更
云
聖
神
。
不
信
即
宜
尽
掃
実
見
、
全
帰
滅
無
。
(
『
代
疑
篇
』
二
十
)
人
只
有
三
位
、
難
明
。
非
可
弁
説
市
得
、
非
可
義
理
而
通
。
要
在
信
心
、
要
在
潜
悟
。
又
須
耐
久
、
黙
求
天
主
、
加
其
力
量
、
有
時
忽
然
而
通
。
一
得
倶
得
、
如
上
所
間
諸
疑
、
一
朝
氷
釈
失
ロ
(
『
代
疑
鮪
』
十
八
)
彼
に
と
っ
て
は
宗
教
的
信
仰
に
関
わ
る
「
信
」
か
「
不
信
」
か
に
お
い
て
、
真
実
が
明
ら
か
と
な
る
か
否
か
が
分
れ
る
の
で
あ
る
。
「
三
位
一
体
」
な
る
天
主
の
あ
り
方
は
、
人
聞
の
理
解
を
越
え
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
信
」
に
お
い
て
の
み
幾
多
の
疑
問
は
と
け
て
い
く
。
と
こ
ろ
が
、
中
園
町
人
々
は
こ
う
説
か
れ
て
も
、
人
間
的
知
的
能
力
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
省
も
な
い
ま
ま
に
世
界
の
あ
り
方
を
「
わ
か
る
」
と
思
い
込
み
、
天
主
に
祈
り
を
さ
さ
げ
な
い
。
世
人
妄
侍
己
能
、
不
祈
主
祐
、
自
同
魔
属
、
其
矯
堕
落
。
(
司
代
疑
篇
』
二
十
二
こ
れ
こ
そ
が
「
堕
落
」
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
「
信
」
と
は
、
自
己
の
あ
り
方
を
無
反
省
に
肯
定
し
た
ま
ま
で
見
返
り
を
期
待
す
る
と
い
う
ご
利
益
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
堕
落
に
陥
っ
た
日
常
的
世
界
か
ら
そ
れ
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る
信
仰
の
世
界
へ
の
転
換
で
あ
り
、
人
と
し
て
の
自
己
の
あ
り
方
の
問
題
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
己
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
ま
ま
で
、
人
々
は
「
天
を
尊
ぶ
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
は
実
は
「
天
を
あ
な
ど
る
」
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
。
夫
凡
夫
之
見
、
疑
鞍
降
生
。
必
視
天
主
頑
然
不
霊
、
民
生
罪
梅
、
通
不
関
心
。
所
云
出
王
瀞
倍
、
砂
降
臨
故
、
通
是
虚
談
。
即
不
長
天
命
、
亦
無
不
可
。
以
此
不
信
降
生
、
名
目
尊
天
、
而
実
務
天
失
。
(
『
代
疑
篇
』
二
十
)
「
天
を
尊
「尊
)
か
く
し
て
中
国
人
士
大
夫
た
る
楊
廷
均
に
と
勺
て
、
真
に
来
ぷ
」
こ
と
は
、
「
務
教
」
と
い
う
ニ
と
に
他
な
句
ず
、
そ
の
偽
り
の
池
山
天
」
か
ら
真
の
「
尊
天
」
へ
の
転
換
点
に
、
こ
の
「
信
」
と
い
う
こ
刊
と
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
納
豆
、
お
わ
り
に
笥概
努
詩
的
は
、
「
天
主
」
は
中
岡
向
上
帝
と
同
じ
だ
と
い
う
方
針
の
下
佐
に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
展
開
さ
れ
た
時
期
に
、
天
主
教
に
改
宗
し
説
た
一
士
大
夫
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
暦
の
文
化
矧
熟
の
時
代
に
お
い
て
天
硬
直
化
し
た
体
制
数
学
的
枠
組
が
ま
さ
に
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
た
国
時
別
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
楊
廷
均
は
、
利
務
復
の
到
来
と
耶
中
訴
の
降
誕
と
の
い
ず
れ
を
も
、
中
国
文
化
史
上
町
古
学
聖
教
衰
退
の
ー印
時
期
に
出
現
し
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
し
て
、
「
天
主
」
隆
生
で
あ
る
「
耶
係
」
へ
の
「
信
」
こ
そ
が
、
真
実
的
「
尊
夫
」
向
か
う
か
な
め
だ
と
述
べ
、
ま
た
天
主
教
が
強
調
す
る
人
間
的
理
性
た
る
「
家
性
」
を
「
由
民
知
」
「
明
徳
」
に
換
言
し
て
説
い
た
J
』
れ
ら
の
こ
と
は
、
あ
た
か
も
扮
延
伸
叫
が
天
主
教
と
儒
教
と
を
同
一
の
も
の
、
あ
る
い
は
天
主
教
は
儒
教
を
補
足
す
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
い
う
と
こ
ろ
を
よ
く
み
る
と
、
彼
が
説
く
の
は
、
天
地
万
物
を
創
造
し
今
も
主
宰
す
る
唯
一
な
る
天
主
の
人
間
に
対
す
る
絶
対
性
と
、
「
原
罪
」
を
あ
が
な
う
耶
訴
が
存
在
す
る
こ
と
と
い
う
、
中
国
の
従
来
の
考
え
方
の
中
に
は
み
句
れ
な
い
教
え
で
あ
っ
た
。
彼
は
耶
併
を
信
じ
、
そ
れ
と
の
関
係
に
お
い
て
自
己
を
み
つ
め
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
耶
鮮
の
降
生
こ
そ
が
真
の
「
尊
天
」
に
通
じ
る
と
説
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
彼
は
様
々
な
儒
教
的
用
請
を
用
い
る
が
、
し
か
し
彼
の
主
観
に
お
い
て
は
、
そ
の
ニ
と
は
必
ず
し
も
儒
教
思
想
へ
の
共
感
や
宣
揚
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
「
天
主
」
理
解
か
・
り
す
れ
ば
、
天
主
的
絶
対
性
や
耶
緑
町
賊
罪
を
信
じ
な
い
ま
ま
に
天
を
説
き
、
自
己
的
能
力
に
ば
か
り
頼
む
中
図
的
士
大
夫
た
ち
こ
そ
、
「
天
」
を
あ
な
ど
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
朱
子
学
を
奉
ず
る
中
国
人
士
「
天
命
之
謂
性
」
的
理
解
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
〆¥
と
大
夫
の
グ〉
惟
後
儒
不
得
其
解
、
又
強
欲
為
解
、
乃
謂
、
命
即
是
性
、
天
即
是
入
、
綿
是
這
於
穆
不
己
、
在
天
為
命
、
在
人
為
性
、
特
一
物
而
両
名
。
若
【沼、
造
化
分
体
与
入
、
人
各
得
造
化
一
体
、
調
之
物
各
一
太
極
、
又
謂
之
102 
造
化
在
手
。
不
必
有
在
天
之
天
。(
『
代
疑
篇
』
七
)
止
問
在
我
之
天
、
彼
に
と
っ
て
は
、
内
在
す
る
性
を
天
に
直
結
せ
し
め
、
自
己
の
能
力
に
頼
む
こ
と
は
誤
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
対
し
て
楊
廷
笥
は
、
彼
が
理
解
し
た
天
主
教
の
立
場
か
ら
、
全
能
な
る
創
造
神
た
る
唯
一
絶
対
の
「
天
主
」
へ
依
存
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
前
で
自
己
を
み
つ
め
、
「
天
」
と
の
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
士
大
夫
の
一
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
質
的
に
い
え
ば
、
「
天
主
」
と
上
帝
と
の
相
違
を
知
り
つ
つ
も
、
現
実
に
は
「
天
主
即
上
帝
」
だ
と
い
う
、
利
鴻
賓
の
伝
道
方
法
の
成
功
と
も
い
っ
て
よ
い
事
柄
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
楊
廷
均
を
利
璃
賓
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
楊
廷
笥
が
中
国
文
化
史
上
に
耶
訴
を
位
置
づ
け
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
発
言
に
は
相
違
点
も
窺
え
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
も
、
天
主
教
を
よ
り
中
国
に
根
づ
か
せ
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
限
り
で
の
利
璃
賓
の
成
功
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
朱
子
学
的
世
界
の
中
で
心
を
安
定
さ
せ
か
つ
社
会
的
地
位
を
確
保
す
る
と
い
う
中
国
人
士
大
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
そ
れ
を
相
対
化
し
た
別
の
世
界
に
抜
け
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
楊
廷
笥
が
説
い
た
こ
と
は
、
明
末
に
天
主
教
を
奉
じ
た
中
国
人
士
大
夫
の
信
仰
内
容
を
具
体
的
に
示
す
一
つ
の
格
好
的
事
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
注
(
1
)
明
末
キ
リ
ス
ト
教
到
来
時
的
束
ア
ジ
ア
状
勢
全
般
に
つ
い
て
は
、
『
西
欧
文
明
と
東
ア
ジ
ア
』
{
東
西
文
明
的
交
流
-R
榎
一
雄
氏
編
集
、
平
凡
社
)
、
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
一
・
一
一
(
大
航
海
時
代
叢
書
第
日
期
8
・
9
、
岩
波
書
底
)
、
『
マ
ッ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
伝
』
l
(
平
川
祐
弘
氏
著
、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
)
な
ど
を
参
照
的
こ
と
。
{
2
)
室内
W
F
H
E
目
。
。
目
的
中
国
名
E
イ
タ
リ
ア
人
耶
録
会
士
。
一
五
五
二
年
一
六
一
O
年
。
一
五
八
二
年
に
入
華
。
彼
町
布
教
活
動
報
告
に
つ
い
て
は
、
大
航
海
時
代
哉
書
『
中
国
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
一
・
一
一
が
最
近
司
行
き
れ
、
多
く
の
た
い
へ
ん
興
味
深
い
話
が
載
っ
て
い
る
。
(
3
)
天
主
教
徒
と
な
っ
た
中
国
人
士
大
夫
の
こ
と
。
(
4
)
二
ハ
一
六
年
に
南
京
礼
部
侍
郎
沈
濯
が
「
天
主
教
は
王
化
を
乱
し
て
い
る
」
と
し
て
上
奏
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
天
主
教
排
撃
運
動
。
(
5
)
李
之
藻
は
、
利
璃
官
民
著
『
天
主
実
義
』
『
時
人
十
篇
』
に
序
を
つ
け
て
お
り
、
徐
光
啓
に
は
、
仏
教
批
判
文
書
『
闘
妄
』
な
ど
が
あ
る
。
(
6
)
方
豪
氏
「
徐
光
啓
・
李
之
挽
・
楊
廷
笥
」
(
『
六
十
自
定
稿
』
補
筒
、
古
湾
学
生
書
局
、
民
国
五
十
八
年
)
陳
受
顕
氏
「
明
末
消
初
耶
訴
会
士
的
儒
教
観
及
其
反
応
」
(
国
学
李
刊
第
五
巻
)
(
7
)
方
豪
氏
『
中
国
天
主
教
史
人
物
伝
』
付
(
香
港
公
教
真
理
学
会
)
参
照
.
こ
の
替
に
よ
れ
ば
丁
志
麟
著
『
楊
浪
岡
先
生
超
性
事
蹟
』
と
い
う
年
譜
が
あ
る
が
、
未
見
ー
ま
た
、
他
に
楊
廷
掲
の
子
孫
に
あ
た
る
楊
振
鍔
氏
が
民
国
三
十
三
年
に
商
務
印
書
館
か
ら
出
版
し
た
『
楊
浪
図
先
生
年
譜
』
が
あ
る
・
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
(
8
)
Z
H
O
o
-
E
寸
門
戸
側
E
F
町
中
国
名
。
フ
ラ
ン
ス
人
耶
訴
会
士
.
一
五
七
七
年
一
六
二
八
年
。
二
ハ
一
O
年
に
入
筆
。
{
9
)
側
室
問
題
で
以
前
に
一
度
受
洗
を
断
念
し
て
い
る
。
(
叩
)
「
佳
子
暗
西
泰
利
公
京
邸
、
与
諦
名
理
、
累
日
頗
称
金
柑
問
、
独
至
幾
何
来)
閤
弦
諸
論
、
使
不
能
解
U
志
向
司
令
。
{
日
)
以
下
に
楊
廷
鍔
の
著
作
を
掲
げ
る
。
『
同
文
算
指
通
編
二
六
一
三
年
序
。
『
務
出
馬
不
並
鳴
説
』
一
六
一
五
年
。
『
聖
水
紀
言
ヘ
『
天
釈
明
弁
ヘ
『
代
疑
篇
』
一
六
一
一
一
年
。
『
代
疑
篇
続
篇
』
(
徐
宗
沢
氏
『
明
消
間
耶
録
会
士
訳
著
提
要
』
に
よ
る
と
、
上
海
内
徐
家
庭
|
徐
光
啓
の
墓
地
・
図
書
館
l
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
現
在
北
京
に
集
め
ら
れ
て
い
る
ら
し
く
、
本
稿
に
お
い
て
は
未
見
で
あ
る
斗
『
職
方
外
紀
』
一
六
二
二
年
序
。
『
西
学
凡
』
一
六
二
三
年
序
.
(
ロ
)
二
十
四
個
条
と
は
次
円
ょ
っ
な
も
の
で
あ
る
。
(
番
号
は
便
宜
上
つ
け
た
も
の
l
市
来
)
上
巻
、
ω
「
答
造
化
万
物
一
帰
主
者
之
作
用
条
」
、
ω「笹
生
死
賞
罰
惟
係
一
主
百
神
不
得
参
其
権
最
」
、
ω「
答
有
天
堂
有
地
獄
吏
無
人
畜
鬼
趣
輪
廻
晶
」
、
ω
「
害
物
性
不
同
人
性
人
性
不
同
天
主
性
最
」
、
ω
「
答
戒
殺
放
生
釈
氏
上
善
西
教
不
断
腿
昧
何
云
持
斎
条
」
、
附
「
答
仏
由
西
来
欧
温
巴
既
在
極
西
必
所
親
歴
独
昌
言
無
仏
条
」
、
m答
既
説
人
性
以
上
所
言
報
応
反
渉
粗
法
条
」
、
倒
「
答
西
国
義
理
書
籍
有
万
部
之
多
若
非
重
視
恐
多
偽
造
条
」
、
倒
「
害
地
四
面
皆
人
所
居
天
有
多
層
重
量
皆
可
測
量
条
」
、
川
「
答
九
万
里
程
途
渉
海
三
年
始
到
条
」
、
ω「
答
従
来
衣
食
資
給
本
邦
不
受
此
中
供
養
条
」
、
仰
「
答
人
倫
有
五
止
守
朋
友
一
倫
尽
殿
其
四
条
」
、
ω
「
答
礼
惟
天
子
祭
天
今
日
日
行
弥
撒
札
非
憾
即
凌
最
」
、
ω「
答
謂
砦
難
益
徳
逮
於
人
情
条
」
、
ω
「
答
疑
西
教
者
蒋
結
果
尽
無
稽
可
置
勿
開
条
」
、
下
巻
、
川
間
「
答
天
主
有
形
有
声
条
」
、
問
点
合
降
苧
為
人
生
於
璃
利
亜
之
童
身
長
」
、
側
「
答
天
主
有
三
位
一
体
降
生
係
第
二
位
費
時
条
ヘ
附
「
答
被
釘
而
死
因
以
十
字
架
為
教
条
」
、
側
「
答
耶
訴
疑
至
人
神
人
未
必
是
天
主
晶
」
、
制
「
答
耶
録
為
公
教
聖
神
相
通
功
条
」
、
仰
「
答
遵
其
教
者
罪
過
得
消
除
条
」
、
側
「
答
命
科
時
解
罪
獲
大
利
益
条
」
、
例
「
答
十
字
架
威
力
甚
大
万
魔
当
之
立
見
消
限
条
」
。
方
豪
氏
「
影
印
『
代
疑
篇
』
序
」
(
『
六
十
由
定
稿
』
(
『
同
文
算
指
遇
編
』
序
、
天
学
初
函
所
収
)
と
中国人天主教徒・楊廷笥をめぐって(市103 
下
)
に
よ
れ
ば
『
代
疑
問
刷
』
に
は
数
極
的
版
本
が
存
在
す
る
ら
し
い
。
そ
れ
ら
の
相
違
占
は
①
書
名
が
『
代
疑
箭
』
で
あ
る
か
『
代
疑
論
』
で
あ
る
か
、
②
涼
庵
子
や
王
徴
的
序
が
つ
い
て
い
る
か
い
な
い
か
で
あ
る
.
現
在
通
行
し
て
い
る
の
は
、
バ
チ
カ
ン
図
書
館
蔵
本
で
、
こ
れ
に
は
涼
庖
子
や
王
徴
的
序
は
つ
い
て
い
る
が
、
丁
志
麟
の
『
楊
棋
困
先
生
超
性
事
樹
』
は
附
加
さ
れ
て
は
い
な
い
。
(
日
)
そ
の
三
十
項
目
と
は
、
ω原
教
ω天
堂
地
獄
問
世
尊
ω殺
戒
同
盗
戒
山
間
淫
戒
的
巧
言
締
語
戒
ω観
世
音
川
間
輪
廻
ω奉
斎
仰
念
詞
仰
無
量
寿
ω大
神
通
川
間
三
世
仏
間
三
十
三
天
間
三
千
大
千
世
界
m仏
化
身
側
四
大
仮
合
同
大
事
因
縁
側
関
羅
断
獄
制
度
世
誓
願
仰
苦
空
側
禅
観
側
出
家
側
四
恩
側
党
音
党
字
問
祈
祷
闘
機
悔
側
夢
幻
抱
影
側
律
教
{
一
軍
で
あ
る
。
(
H
)
例
え
ば
、
仏
教
は
心
性
的
問
題
に
通
じ
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
に
、
儒
者
は
心
性
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
と
し
て
、
「
偶
者
即
心
即
卒
、
故
教
以
直
内
、
必
義
以
方
外
、
未
発
為
中
、
必
中
節
為
和
、
有
廊
然
大
公
、
必
有
物
来
順
応
、
性
行
倶
尽
、
人
己
兼
成
、
是
真
館
洞
心
性
者
、
宗
家
有
体
而
無
用
、
守
其
一
膜
而
遺
其
万
縁
。
吾
不
識
天
命
之
性
、
果
止
守
此
一
膜
、
天
地
方
物
、
通
置
不
理
子
。
逃
虚
捗
偽
、
大
為
性
宗
之
賊
。
(
律
教
宗
ご
と
い
う
よ
う
に
い
う
。
ま
た
「
祈
幡
」
に
お
い
て
は
「
天
釈
教
盛
行
、
充
塞
儒
路
日
と
い
う
.
(
日
)
霞
滞
釈
行
元
「
代
疑
序
略
説
」
「
非
楊
篇
」
「
縁
関
陳
心
」
、
背
陽
釈
性
潜
「
燃
犀
」
、
蘭
諮
釈
行
間
『
抜
邪
略
引
」
な
ど
。
※
そ
の
他
小
論
を
書
〈
時
に
特
に
参
考
と
し
た
論
文
・
著
作
と
し
て
、
後
藤
基
巳
氏
『
明
清
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
(
研
文
出
版
)
佐
伯
好
郎
氏
『
支
那
基
督
教
の
研
究
』
3
(
春
秋
社
)
吉
田
公
平
氏
「
利
璃
質
的
『
天
王
実
義
』
に
つ
い
て
」
(
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』
所
収
)
な
ど
が
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
の
工
具
替
に
つ
い
て
は
、
吉
田
氏
論
文
の
注
を
参
照
。
な
お
一
々
注
記
は
し
な
か
っ
た
が
、
『
天
釈
明
弁
』
『
代
疑
鰐
』
の
俗
字
に
104 
つ
い
て
は
適
宜
改
め
た
。
(
日
}
『
天
主
実
義
』
に
、
「
耳
目
天
主
乃
古
経
書
所
称
上
帝
也
日
世
人
錯
認
天
主
)
と
い
う
.
(
口
)
克
儒
略
(
』
巳
向
。
ω
〉
EH町
中
国
名
。
イ
タ
リ
ア
人
耶
録
会
士
。
一
五
八
二
年
一
六
四
九
年
。
二
ハ
一
一
二
年
に
入
事
J
円
著
書
。
当
時
的
ヨ
ロ
y
パ
町
大
学
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
六
二
三
年
成
立
。
多
賀
秋
五
郎
氏
「
交
儒
略
口
E
5
邑
o
E
町
中
国
教
育
史
上
に
お
け
る
地
位
|
西
学
凡
を
中
心
に
し
て
」
(
司
教
育
大
学
東
洋
史
学
論
集
』
一
九
五
三
年
)
が
あ
る
。
{
川
崎
)
小
論
で
ほ
、
楊
廷
笥
町
用
い
る
「
天
」
と
い
う
語
が
必
ら
ず
し
も
儒
教
の
「
天
」
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
J
大
。
と
い
う
語
の
表
わ
す
意
味
内
容
に
よ
っ
て
そ
の
表
示
の
仕
方
を
変
え
る
こ
と
に
す
る
.
す
な
わ
ち
、
儒
教
的
意
味
で
用
い
る
場
合
に
は
、
天
と
記
L
、
天
主
教
的
意
味
の
場
合
に
は
「
天
」
と
表
記
す
る
。
(
日
}
腐
週
我
(
巴
注
目
。
骨
司
自
件
。
志
向
中
国
名
。
ス
ペ
イ
ン
人
耶
録
会
士
、
一
五
七
一
年
|
一
六
一
八
年
。
一
五
九
九
年
に
入
華
)
町
著
書
で
、
克
服
す
べ
き
七
つ
の
罪
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
六
O
四
年
成
立
。
楊
廷
掲
の
序
文
は
一
六
一
四
年
の
も
円
。
(
初
)
会
合
治
氏
「
中
国
古
代
に
お
け
る
神
観
念
と
し
て
の
天
」
(
『
神
観
意
向
比
較
文
化
論
的
研
究
』
)
参
照
.
(
幻
)
例
え
ば
、
『
天
主
実
義
』
に
お
い
て
「
凡
物
不
能
自
成
、
必
須
外
為
者
以
成
之
、
楼
古
房
屋
不
能
自
起
、
恒
成
於
工
匠
之
手
、
知
此
則
識
天
地
不
能
自
成
、
定
有
所
為
制
作
者
、
即
吾
所
謂
天
主
也
U
(
第
一
篇
論
天
主
始
制
天
地
万
物
而
主
宰
安
養
之
)
と
述
べ
、
中
国
向
上
帝
観
合
に
は
窺
え
な
い
万
物
内
創
造
者
と
い
う
側
面
を
説
〈
.
(m)
楊
廷
笥
は
、
「
天
主
」
と
「
旋
斯
」
と
を
同
義
に
用
い
て
い
る
。
利
鴻
宮
崎
も
『
天
主
実
義
』
に
お
い
て
「
夫
即
天
主
吾
西
国
所
称
旋
斯
是
也
」
(
第
一
篇
)
と
い
う
。
(
第
二
鮪
解
釈
(
お
)
本
警
は
儒
教
を
根
拠
に
仏
教
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
町
「
聖
経
」
と
は
、
儒
教
経
典
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
(
民
)
「
四
行
」
と
は
、
水
火
・
土
気
と
い
う
万
物
内
構
成
要
素
円
こ
と
。
「
天
教
則
言
天
主
生
万
物
、
先
有
其
料
、
四
行
和
合
、
万
物
出
濡
、
是
生
物
之
質
料
也
日
(
『
天
釈
明
弁
』
十
八
)
四
行
に
つ
い
て
は
利
璃
賓
が
『
天
主
実
義
』
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
(
第
四
舗
の
「
物
宗
類
図
」
参
照
)
(
勾
)
申
。
図
的
儒
教
的
観
AZ
で
は
、
西
洋
で
い
う
霊
魂
に
あ
た
る
「
魂
・
枕
」
は
、
人
が
死
由
と
天
と
地
に
分
解
す
る
。
(
札
記
祭
義
篇
・
郊
特
牲
縞
)
肉
体
に
対
す
る
不
滅
的
霊
魂
と
い
う
観
念
は
う
す
い
。
中
図
的
霊
魂
観
に
つ
い
て
は
三
浦
国
雄
氏
「
朱
子
鬼
神
論
的
輪
郭
」
(
『
神
観
念
的
比
較
文
化
論
的
研
究
』
所
収
)
参
照
。
(
部
)
こ
の
分
類
は
『
天
主
実
義
』
第
三
鏑
論
人
魂
不
滅
大
異
禽
獣
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
(
幻
)
「
天
教
以
賦
昇
之
良
知
良
能
為
性
教
.
人
類
受
哀
原
、
有
明
徳
、
不
教
而
知
趨
避
、
上
古
之
人
皆
有
之
。
経
典
之
訓
為
替
教
。
聖
人
迭
興
、
天
主
啓
迫
、
命
之
垂
訓
、
筆
干
書
契
、
伝
後
信
今
、
此
中
古
之
事
也
.
晩
近
之
世
、
真
性
己
雌
、
縁
染
日
甚
、
書
契
不
能
勧
、
聖
人
復
作
、
其
力
有
限
。
天
主
耶
訴
、
隊
生
世
間
、
親
行
諸
徳
、
以
為
世
表
、
井
立
赦
過
宥
罪
之
法
、
是
為
思
教
、
此
漢
哀
帝
元
舟
以
後
事
也
U
{
『
天
釈
明
弁
』
三
十
}
(
お
)
支
儒
略
著
『
天
主
降
生
引
義
h
に
み
え
る
。
(
伺
)
利
現
官
民
は
『
天
主
実
義
』
町
中
で
、
堕
落
に
つ
い
て
、
亙
無
と
臨
機
・
伏
義
ら
の
存
在
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
う
い
う
。
「
吾
西
国
古
経
、
税
者
天
主
開
開
天
地
、
即
生
一
男
名
目
亙
灘
、
一
女
名
目
臨
機
、
是
為
世
人
之
祖
、
而
不
書
伏
義
神
農
ニ
布
。
吾
以
此
観
之
、
可
誼
当
時
果
有
亜
識
随
機
二
人
。
然
而
不
可
読
其
後
之
無
伏
義
神
良
二
帝
也
U
(
第
六
筒
釈
解
茸
不
可
滅
立
嗣
死
後
必
有
天
堂
地
獄
之
世
間
以
報
世
人
所
為
替
悪
)
「
今
五
百
欲
者
世
界
泊
瓦
之
由
者
、
(
略
)
開
聞
初
生
、
人
無
病
夫
、
常
是
陽
和
、
常
是
快
楽
、
(
略
)
来)
夫
乱
夫
虫
、
皆
由
人
以
背
理
犯
天
主
命
。
(
略
)
世
人
之
祖
、
己
敗
人
類
性
根
、
則
為
其
子
孫
者
、
沿
其
遺
果
、
不
得
承
性
之
全
、
生
而
帯
班
U
(
第
八
縞
総
挙
大
西
俗
尚
而
論
其
伝
道
之
士
所
以
不
安
之
意
井
稗
天
主
降
生
西
土
来
由
)
亜
携
と
随
識
を
伏
毅
よ
り
先
に
位
置
づ
け
‘
世
内
乱
れ
は
、
亜
蕪
と
限
機
以
後
に
は
じ
ま
る
と
い
う
。
穏
や
か
で
楽
し
い
理
想
世
界
は
こ
の
亜
離
と
随
織
の
頃
の
み
だ
と
い
い
、
楊
廷
掲
の
よ
う
に
三
代
を
理
想
視
し
な
い
の
で
あ
る
.
(
初
)
そ
れ
に
対
L
、
釈
性
潜
は
楊
廷
笥
に
対
し
て
向
け
た
批
判
文
書
「
燃
犀
」
町
中
で
「
夫
耶
訴
受
十
字
架
之
量
刑
以
死
、
想
不
過
一
艶
獄
之
属
鬼
口
と
述
べ
て
、
イ
エ
ス
の
受
難
を
低
く
評
価
す
る
。
(
出
)
「
出
王
瀞
街
」
は
『
詩
経
』
大
雅
・
板
、
「
砂
降
」
は
同
じ
く
大
雅
・
文
王
、
「
臨
汝
」
は
同
じ
く
大
雅
・
大
明
の
語
e
本
文
は
、
「
経
書
中
に
も
既
に
天
主
降
生
の
こ
と
は
説
か
れ
て
い
る
と
天
主
教
の
側
が
指
摘
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
も
町
内
わ
か
ら
ぬ
士
大
夫
ど
も
は
で
た
ら
め
だ
と
し
て
信
じ
な
い
、
こ
れ
こ
そ
天
を
尊
ょ
の
で
は
な
く
、
あ
な
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
る
U
と
の
意
。
(
お
)
言
、
つ
ま
で
も
な
く
こ
の
匂
は
、
勺
太
極
図
説
解
」
の
句
で
あ
り
、
朱
子
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
減
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
告
の
キ
リ
ス
ト
教
喪
還
を
み
る
に
あ
た
り
、
日
本
語
の
も
の
で
参
照
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
亀
井
孝
氏
・
H
チ
l
ス
リ
ク
氏
・
小
島
幸
枝
氏
著
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
全
版
・
キ
リ
シ
タ
ン
要
理
ー
そ
の
翻
案
お
よ
び
翻
訳
の
実
態
l
』
(
岩
波
書
庖
)
が
あ
る
。
来
『
代
疑
篇
』
は
『
天
主
教
東
伝
文
献
へ
『
天
釈
明
弁
』
は
『
天
主
教
東
伝
文
献
続
篇
』
H
所
収
の
も
の
を
使
用
し
た
.
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